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はじめに

　法華経は、久遠の本仏による一切衆生の成仏を説く教典とされる。菩薩たちと声聞衆、天

龍八部衆が霊鷲山の法座にならび、釈尊の説法を聴聞するという序品の舞台で、聴衆の中に

八大龍王として特定の龍王の名前が述べられている。様々な仏教事典における龍王や八大龍

王の解説では、法華経が言及され、法華経に述べられる龍王たちが数多ある龍王たちの代表

として説明されている
（１）

が、何故、これら８人の龍王たちが一つのグループとして描かれるの

かという素朴な疑問を筆者は以前から抱いてきた。この小論では、この問題を取り扱う手始

めとして、J. Ph. Vogelがヒンドゥー教や仏教の伝統におけるナーガ信仰について論じたIndian 

Serpent Lore
（２）

の中で挙げられる事例を確認整理し、強いて言えば古代インドの民衆に親しま

れていたと思われるナーガ／龍王たちを、特に釈尊の生涯について述べられる仏伝文学作品

から抽出し、法華経の八大龍王について考える一助としてみようと思う。

Ⅰ．Nāga について

　法華経の序品に八大龍王として現れるナーガ（Nāga）とは、如何なる存在なのであろう

か。先ず、V. S. Apte の The Practical Sanskrit-English Dictionary の、nāgahの項目を見て

みると、11種の意味が掲載されている。その第一には、「蛇、特にコブラを意味する」とあ

り、第二の意味として、「Pātāla に住む、人の顔と蛇の尻尾を有する伝説上の蛇の悪霊、或い

は半神的な存在」、という説明を載せる。更に、「象」、「卓越し優れた存在」という意味を載

せ、「雲」という意味も載せている
（３）

。第一義として「蛇、特にコブラを意味する」とされるこ

の語は、Pātāla と呼ばれる地下世界に住む伝説上の「蛇の悪霊 ・ 半神的な存在」であり、

「象」や「卓越し優れた存在」、そして雨をもたらす「雲」を意味する語として古代インドで

は用いられていた。

　ヒンドゥー教を解説した事典である Benjamin Walker の Hindu World では、Nāga の解説

として、アーリヤ人の侵入以前にインドに移住した民族としての説明が記されている
（４）

。その
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記述を要約すると、以下の如くになる。

ナーガとは、アーリヤ人とモンゴル系民族の出会いの場であったイランの山岳地帯にも

ともといたモンゴル系混淆民族で、ナーガ族はスキタイ系の人々と密接な関係を有し、

蛇のトーテムと関係があり、多分、母系制の人々で、他地域の太陽信仰文化と同様に太

陽と蛇の崇拝や巨石構造物を作り、卍のシンボルを使用していたらしく、ナーガ族がこ

れらの要素をインドにもたらした可能性がある。ナーガ族の人々は、科学や医術に優れ

ていて、死者をよみがえらせる力があるとされ、木工や彫刻、絵画など美術や工芸にも

秀でていて、絵画のルーツはナーガ族に求められると言われ、インドの文字の成立にも

影響を与えたらしい。『リグ ・ ヴェーダ』では、インドラ神の手強い敵として描かれ、蛇

を崇拝する非アーリヤ人とされる。後のヒンドゥー教の神話では、様々な蛇神や龍王が

描かれ、戦場における脅威的存在として描かれるが、クリシュナ神の兄 Balarāma は、

World Serpent（宇宙蛇）である Śesa の生まれかわりとされ、浅黒い肌をした土着の英

雄クリシュナと北方の蛇を崇拝する王との同盟を象徴しているとも考えられている。ナー

ガ族は、見目麗しい優秀な種族としてサンスクリット文献で描かれ、ナーガ族の女性は、

美しく教養があり、気品にあふれるように描かれ、Ayodhyā の Māndhātri の息子 Puru-

kutsa とナーガ族の王女 Narmadā、Rāma の息子 Kuśa とナーガ族の王女 Kumudvatī の

結婚のような多くの事例が伝えられる。歴史的に重要な王朝ではナーガとの関係が強調

され、Kadamba 王朝（４－６世紀）、Pallava 王朝（３－９世紀）、Kārkota 王朝（７－

９世紀）、Chola 王朝（３－13世紀）、Vākātaka 王朝（３世紀半ば）等々、数多くの王朝

や部族で Nāga を出自とする王女を宮廷にむかえていた。Gupta 王朝（４世紀）でも、

サムドラグプタ王の息子チャンドラグプタ２世はナーガ族の王女 Kuberanāga を王妃し

て迎え、ナーガ族と友好関係を維持していた。

　アーリヤ人の敵対者としてのナーガに言及している例が、『リグ ・ ヴェーダ』の讃歌にある

「インドラの歌」とされる
（５）

。宮坂宥勝博士は、モヘンジョ ・ ダロで発見された光沢のある印章

（faïence seal）に神らしき存在と礼拝者、そして複数の蛇が描かれたナーガ信仰を示す印章

が存在することを指摘しているが
（６）

、インドラ神によるアヒ（蛇）退治のエピソードとインダ

ス文明でのナーガ信仰の存在は、アーリヤ人の侵入以前にナーガ信仰がインドの地に定着し

ていたことを示すものと考えられる。アーリヤ人の侵入以前のインドにおける蛇 ・ 毒蛇に対

する畏怖の念から生じた信仰が、歴史的文化的な流れの中で様々な半神的な龍王としてのナー

ガを生み出して神格化が更に進み、後世の王朝にとっては、ナーガとの関係性が王朝の正統

性や権威を高める要素として受け入れられていたようである。

　定方晟先生は仏典におけるナーガという語の用例について論じ、ナーガという言葉が「象」
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を意味するということについて考察している
（７）

。定方先生は、Sutta Nipāta における用例11例、

Dhammapada、Theragāthā における用例十数例を比較検討され、ナーガという語が、林を

独り行くもの、小欲なるもの、などというイメージを伴う偉大な存在である「象」の隠喩 ・

直喩として用いられていたことを明らかにし、原始仏教経典では、ナーガという語は、あく

まで修行 ・ 解脱にかかわる「象」としての用例が専らであったと指摘する。そして、時代の

経過とともに、龍としてのイメージが仏典中に現れることになり、その契機は、『ミリンダ王

の問い』（中村元 ・ 早島鏡正共訳Ⅰ、Ⅱ、Ⅲ）のⅠ巻のパーリ文に「金翅鳥にかこまれた竜の

如く
（８）

」という漢訳にない文があり、更に、トレンクナー本の89頁以下に相当する漢訳にない

新しい部分にも、「悪鬼、金翅鳥、竜、夜叉」が大洋の振動に恐れおののく場面
（９）

が述べられる

例があることを述べ、その後に、Samyutta Nikāya に「竜相応」、「金翅鳥相応」という節が

設けられ、Jātaka や大乗経典で龍が天龍夜叉の一部として言及されるようになっていった、

と述べている。

　つまり、漢訳『那先比丘経』とパーリ文 Milindapañhā の共通部分は最古層を為し、紀元

前１世紀半ば以前のものとされるが、パーリ文 Milindapañhā の成立が紀元１世紀前半かそ

れ以前で、その後に上座部の系統で大幅に増広され、５世紀のブッダゴーサの著作で

Milindapañhā が度々引用されるようになったので
（10）

、BC1世紀半ばから AD1世紀前半の間に

は「龍」としてのナーガが仏典中に言及されるようになったと考えられるのである。

　また、定方先生は、「龍」としてのナーガが仏典中に既に存在していたことの例として、

Bhārhut の仏塔の欄楯浮彫彫刻の例を挙げ、以後、単頭ないし多頭のコブラが Sāñchī や

Amalāvatī の仏塔の浮彫彫刻に現れるようになったことを指摘する
（11）

。台座を伴った菩提樹（世

尊）に対して池の中の５頭からなる龍蓋を有する蛇の姿をしたナーガが礼拝し、傍らの別の

池には３頭からなる龍蓋を有する男性と、１頭の龍蓋を有する女性２人が合掌している浮彫

彫刻で、その彫刻の中央には erapato nāgarājā bhagavato vandate（龍たちの王エラーパトラ

が世尊を礼拝す）とアショーカ王時代の文字で書かれた碑文から、ブッダを礼拝する Elāpatra

龍王についてのエピソードであることがわかっている。Bhārhut 塔は Śugga 王朝時代（紀元

前２世紀～紀元前１世紀）の仏塔で、仏塔を荘厳する欄楯は、Debala Mitra 博士によると紀

元前２世紀後半のもの
（12）

というので、紀元前２世紀後半には、Elāpatra 龍王による仏陀の礼拝

についてのエピソードが、浮き彫りを刻した職人や民衆に知られていて、参拝者に対して絵

解きが行われていたとが想像される。

　このように、原始仏教経典では、世尊の気高さ、孤独裡に森林で修行するものというニュ

アンスを伴った「象」という意味で用いられていた nāga という語が、時の経過とともに、

神格化された「龍」としての nāga が仏教内にも浸透し、紀元前２世紀後半～前１世紀頃に
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は、龍王 ・ 龍らが仏塔を荘厳する彫刻作品に描かれていたと考えられるのである。

　平岡聡先生は古代インドの龍としての nāga の特徴について述べている
（13）

。nāga は、人と変

わらぬ容姿をし、あるいは上半身が人間で下半身が蛇の形をしていて、幾つかの蛇頭から成

る龍蓋を有する姿で現された。彼らは川や、池、海、井戸を住居とし、Pātāla と呼ばれる地

下世界に住む存在としても描かれる。また、後述するブッダや仏弟子の悪龍退治のエピソー

ドにあるように、怒りにより煙や火焔を放射したり、雨を降らせる能力を有したり、人間に

変身する力を有し、更には経典を理解する明晰な頭脳を有する存在として考えられていた。

彼らナーガが敵わぬ唯一の敵はガルダ鳥（Garuda、金翅鳥）で、ガルダ鳥に捕食される存在

としても描かれるという。

　法華経が成立したと考えられる時代（１世紀～３世紀）の遙か以前に、龍王としてのナー

ガが仏塔を荘厳するモチーフとなり、ナーガは仏陀に帰依した仏法の守護者として受け入れ

られ、単なるコブラではない半神的存在の龍王として仏教徒に知られていたことが Bhārhut

の彫刻から明らかである。

Ⅱ．仏伝に現れる龍王

　次に、どのような龍王が仏伝に登場するのか、仏陀に帰依したと考えられていたのかについ

て見てみてみたい。J. Ph. Vogel
（14）

は、Jātakaの序であるNidānakathā、Mahāvastu、Buddhacarita、

Lalitavistara などの仏伝文学作品、律蔵や Mahāparinibbāna-sūtta、そして Divyāvadāna、『法

顕伝』や玄奘の『大唐西域記』、そして Dīpavamsa や Mahāvamsa に伝わるスリランカを舞台

とする龍神のエピソード15例程を挙げてそれらエピソードの概要を述べている。それらの出典

は、現在に伝わる形に編纂されたと推測される年代は、法華経の最も早い訳出である竺法護訳

『正法華経』の286年よりも遅いが、資料内の古層は部派仏教の時代のものもあると考えられる

ので、Vogel の紹介する事例を日本で出版された翻訳研究を用いて再確認して整理し、リスト

アップしてみる。

１．菩薩誕生の場面
龍王名：Nāga-rāja Nanda（難陀龍王）、Nāga-rāja Upananda（跋難陀龍王）

　Lalitavistara の菩薩誕生の場面には、誕生したばかりの菩薩が「大地に降り立つや否や、

一本の大きな蓮の花が大地を貫いて出現した。龍神の王であるナンダとウパナンダとが、大

空に半身を現して、冷たい水と熱い水の二本の流れを出現させて、かのボサツを沐浴させた
（15）

」

とあり、ナンダ龍王とウパナンダ龍王が湯と水を交互に降り注ぎ菩薩を灌水する場面が述べ
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られている
（16）

。Mahāvastu では、天空に香り高く適温のものと冷たさを帯びた二つの水瓶が現

れたと述べるのみ
（17）

で、Buddhacarita でも、天から暖かい水と冷たい水が流れ出し、菩薩の頭

の上に流れた
（18）

とし、Nidānakathā では「空中から二筋の水が流れ出てボーディサッタとその

母の身体を〔洗って〕爽快にした。
（19）

」とあって、何れにも龍王は登場しない。

２．Mahābhiniskramana（「大いなる出家」
（20）

）
龍王名：Nāgarājas Varuna（婆婁那龍王）、Manasvin（摩那斯龍王）、Sāgara（娑伽羅龍王）、

Anavātapta（阿那婆達多龍王）、Nanda（難陀龍王）、Upananda（跋難陀龍王）

　Lalitavistara では、ゴータマの出家の時期が近づくと、Pañcika や Vaiśravana らヤクシャ

たち、インドラ神をはじめとする数多くの神々が、近い将来に仏となるであろうゴータマの

出家を手助けする決意が表明される場面が描かれる。その中の龍王たちとして、Varuna、

Manasvin、Sāgara、Anavātapta、Nanda、Upananda が述べられ、菩薩への供養のため、

kālānusāri（安息香）の雲を作って檀香の雨を降らす、と述べる場面が描かれる
（21）

。Mahāvastu

では天人たちが菩薩に出家を勧め、マハーブラフマンが出家しなければ転輪王となって四大

州を法によって制覇し君臨すると述べた、とだけある
（22）

。Buddhacarita でも、若い女性の楽師

たちの醜く悍ましい寝姿を眺めて太子に出家への強い願いが生じ、それを神々が知って宮殿

の扉を開いた
（23）

、と伝えるのみである。Nidānakathā では、悪魔マーラによる引き留めを拒み

菩薩が出城したのち、神々が松明で照らし、「龍や金翅鳥などは天上の香や花環や勲香をもっ

て供養しながら前進した。
（24）

」とあり、龍の固有名詞はないが龍たちの「大いなる出家」への関

与が述べられる。

３．Nairañjanā （尼連禅河）での出来事
（25）

龍王名：Nāga-rāja Sāgara（娑伽羅龍王）、Kāla 龍王

　Lalitavistara によると、ウルヴェーラの苦行林での苦行に見切りをつけ、菩薩は村娘 Sujātā

の乳粥供養を受けるが、Nairañjanā 川で沐浴した菩薩は、その川に住むナーガの娘が川辺に

用意した宝座に座して Sujātā が供養した乳粥を食す。菩薩は食後、乳粥が入っていた黄金の

鉢を川に投げ入れると、Sāgara 龍王がそれを掴み、自分の国に持ち帰ろうとする。その時、

インドラ神がガルダ鳥の形に変化して嘴から Vajra を発して鉢を奪おうとしたが失敗したの

で、インドラ神は自らの姿に戻り、礼儀正しく龍王に鉢を譲るように頼んで鉢を得て、鉢を

三十三天に持ち帰り安置する。三十三天では、年に一度「鉢の祭り」が行われるようになり、

川辺の宝座はナーガの娘が礼拝の対象とすべく持ち帰ったというエピソードが伝えられ、

Sāgara 龍王とその宮殿が言及される
（26）

。Nidānakathā にもこのエピソードは述べられていて、
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黄金の鉢に入った Sujātā の用意した乳粥を49の団子にして食べた後、自分が成仏出来るのな

ら黄金の鉢は川の流れに逆らって流れるようにと念じて川に投げ入れ、その鉢は流れに逆らっ

てしばらく流れた後に沈み、Kāla 龍王の宮殿に納められていた３人の過去仏の利用した鉢の

一番下に音を立てて収まったというエピソードを伝える
（27）

。Mahāvastu、Buddhacarita にはこ

のエピソードはなく、Buddhacarita では、菩薩が Nairañjanā 川で沐浴した後、牛飼い娘ナ

ンダバラーから牛乳の供養を受けたと述べられ
（28）

、次に Kāla 龍王による讃歎が述べられる。

４．菩薩がナイランジャナー川から菩提樹下に移動する場面
（29）

龍王名：Nāga-rāja Kālika （Kāla）（伽陵伽龍王、迦利迦龍王）

　Lalitavistara は、Nairañjanā 川で沐浴して乳粥を食した菩薩が菩提樹まで移動する場面で、

大地が振動し、菩薩から光明が発せられて様々な奇瑞がおこり、Kālika 龍王が菩薩の解脱が

近いことを知って菩薩を讃歎したというエピソードを伝える
（30）

。Buddhacarita では、Nāga-rāja 

Kāla という名でこのエピソードが述べられる
（31）

。Nidānakathā では、上述の如く、乳粥が入っ

ていた黄金の鉢が Kāla 龍王の宮殿で、過去三仏の鉢とぶつかり音を立て、また別の仏陀が出

現すると確信した Kāla 龍王が詩を唱えて讃歎した、と伝える
（32）

。

５．成道直後の出来事
（33）

龍王名：Nāga-rāja Muchalinda （Muchilinda、目支隣陀龍王）

　『律蔵』「大品
（34）

」は、解脱後の釈尊が様々な木の根元で、さとりの余韻を数週間楽しんだと

いうエピソードを伝えるが、釈尊は Ajapālanigrodha 樹で１週間過ごした後に、Muchalinda

樹のもとで更に１週間瞑想を続けたとされる。その折、突然、雲が現れ、７日間、雨と冷た

い風を伴う曇りの日が続き、Muchalinda 龍王が自分の住処から現れ、自らの蜷局を釈尊に７

回巻きつけ、頭の上に鎌首を広げて、瞑想を続ける仏陀を寒気や熱気、雨風、虻 ・ 蚊 ・ 風 ・

暑 ・ 熱 ・ 蛇から護り、７日後、空は晴れて雲もなくなったので、龍王は自身の蜷局を解いて

バラモンの姿に変化し、釈尊に合掌礼拝したというエピソードを伝える。Nidānakathā でも

同じ話が伝えられるが、ここでは Muchalinda 龍王の関与は成道後第６週とされ、「そこで七

日のあいだ雨天によって生じた寒気などを防ぐために、ムチャリンダ竜王が七重にとぐろを

巻いて囲った。そのため、障りはなく、まるで仏の居室にでもおられるように、解脱の楽し

みを享受しながら七日の間を過ごされた。
（35）

」とある。Mahāvastu にも同様な逸話が簡潔に記さ

れ
（36）

、J.J. Jones の訳では Nāga-rāja Vinipāta なる龍王も Muchalinda 龍王と同様に七重の蜷局

で菩薩を護ったとあり
（37）

、２人の龍王が関与したとする。また、成道後の第４週を Kāla 龍王の

住居で過ごし、その後 Muchalinda 龍王が世尊に３人の過去仏がそうしたように自らの住居
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に宿泊することを懇請したというエピソードを伝え、その出来事が成道後第５週の出来事と

して述べられている
（38）

。Lalitavistara では、Muchalinda 龍王だけではなく、東、南、西、北の

方角から集まった大勢の龍王たちも同様に蜷局を７回巻きつけて釈尊を護ったので、恰もメ

ル山のようになったと、壮大で不可思議な様子が描かれる
（39）

。

６．成道後 Ulvilvā から Benares に行く途中
（40）

龍王名：Nāgarāja Sudarśana（善見龍王）、Kamandalu 龍王とその一族

　Lalitavistara では、梵天勧請により布教を決意された仏陀が Ulvilvā から Benares 郊外の

鹿野苑に行く途中の出来事として、Ājīvika 教徒の修行者 Upaka に出会い、自身が解脱して

阿羅漢となったこと、そして盲目となっている世界のために布教する決意を述べた後に、仏

陀は Gayā の町で Sudarśana 龍王に招待されて宿と食べ物を提供される場面が述べられる
（41）

。

Mahāvastu でも Sudarśana 龍王による供養が述べられるが、その出来事は Gayā の次に訪れ

た町Aparagayāにおける出来事とする
（42）

。Cowell訳の Buddhacaritaでは、GayāにてSudarśana 

龍王の家で一夜を過ごし、朝食の供養を受けて旅を続け
（43）

、Vanārā 川の近くで Nandin という

バラモンに教えを授けて、Vumdadvīra という村で Vumda というヤクシャの家に泊まり、

Rohitavastuka という園林で Kamandalu 龍王とその一族の礼拝を受けた
（44）

、と詳細な旅程が述

べられていて大変興味深いが、この部分は19世紀に書写の過程で補筆された部分とされる
（45）

。

Nidānakathā では、Upaka と別れた同じ日の夕刻に、鹿野苑についたとしか述べられておら

ず、龍王の記述はない
（46）

。

７．鹿野苑における初転法輪後の出来事
（47）

龍王名：Nāgarāja Elāpatra（伊羅鉢多羅龍王）

　Mahāvastu 中の「Nālaka の質問」という章の中で述べられる話
（48）

で、Lalitavistara、Bud-

dhacarita にはない。Avanti 国王の大臣の息子 Nālaka が、外道の六師の教えに満足できず、

鹿野苑に滞在していた釈尊に質問をするという話の中に、過去世での Elāpatra 龍王の質問の

エピソードが述べられる。「４つの宝」（ヴァーラナシーの法螺貝、ミティラーの蓮、カリン

ガのピンガラ、そしてタクシャシラーのエラーパトラ）を守護していた四人の龍
（49）

が、ベナレ

スで行われた法螺貝に対する月例の祭りに集まり、その折、Taksasilā の Elāpatra 龍王が仏

陀世尊に、何を克服して人は真の王となるか？　如何にして人は欲望の奴隷となるか？　如

何にして人は欲望から解放されるか？　如何にして人は柔弱者と呼ばれるに至ったか？　と

いう質問をしたという。六根の制御が人を真の王となし、六根からの刺激に促されるから人

は欲望に支配され、感官の制御により人は欲望から解放され、感官からの刺激により柔弱者
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とされるので、執着を断ち切り自らを束縛から解放させれば良い、という仏陀の答えに感激

した龍王が、神々に仏陀との直接の出会いが夢なのかどうかを問う。神々は、最勝なる法を

仏陀は明かしたので、仏陀に近づけば外道から解放される、と答えたという話である。

８．悪龍の調伏
（50）

龍王名：なし／Aśvatīrthika（菴婆）龍

　『律蔵』「大品」に、事火外道 Urvilva Kassapa の有名な改宗のエピソードが伝えられる。

そこでは、仏陀が Urvilva Kassapa の火堂で一夜を過ごし、火堂に住み着く火焔を放つ毒龍

を、自らも禅定のもたらす不可思議な力により、煙や火焔、光明を発して、毒龍を「皮膚肉

筋骨髓を損なふことなく以て威力を滅盡せしめ鉢に入れて螺髻梵志優樓頻度螺迦葉に」示し

た
（51）

と伝える。Vogel は悪龍調伏譚として、Suttavivanga（経分別）中の、Pāchittiya（大分別）

の波逸堤法に、Sāgata 長老による同様の悪龍調伏譚があることを伝える
（52）

。Divyāvadāna 中の

Suvāgatāvadāna にも更に整備された形となった逸話が述べられる
（53）

が、そこでは、Svāgata 長

老が調伏した毒龍が Aśvatīrthika（菴婆）という名であるとされ、龍を調伏して有名になっ

た Svāgata 長老が食事の接待を受け飲んで心神喪失になり釈尊に足を向けるという無作法を

働くきっかけになった液体が、「発情期の象のこめかみから出る液を指一本分入れた水」とさ

れる。同様な逸話は Surāpāna-jātaka（no.81）にも見られ、ここでは、Sāgata 長老は Nāgarāja

を調伏した後に、龍を三宝に帰依させ、戒を授けている
（54）

。

９．舎衛城での出来事（舎衛城の神変
（55）

）
龍王名：Nanda 龍王と Upananda 龍王（難陀龍王と跋難陀龍王）

　Divyāvadāna の12章 Pratihāryasūtra に述べられる有名な「舎衛城の神変」のエピソード中

に Nanda 龍王、Upananda 龍王が重要な登場人物として現れる
（56）

。王舎城には仏陀の偉大さを

受け入れられない外道の六師がいた。彼らは、仏陀の人気のため、以前に庇護してくれてい

た王や大臣、長者などが彼らを全く省みなくなってしまったことに怒り、話し合いを持ち、

仏陀に神通神変対決を挑んで恥をかかせ、自分たちの偉大さを誇示しようと決意する。マガ

ダ国のビンビサーラ王に神変対決の話を持って行ったが、仏陀の強力な庇護者であった彼は

取り合ってくれない。そこで、コーサラ国王プラセナジートに仏陀との神通神変対決の話を

持ちかけ、Śrāvastī（舎衛城）で行うように頼もうと王のもとに出かけた。六師から話を聞い

たプラセナジート王は六師が神通神変対決で挑戦していることを世尊に伝えると、世尊も諸

仏諸世尊が入滅する前にしなければならない十の仕事の中に舎衛城で神変を現すことがあっ

たので申し出を承諾する。その日から７日後に、舎衛城の町と祇園精舎との間の場所が会場
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となって、数多くの人々がその光景を見ようと集まり、プラセナジート王も王の座に着座し、

その出来事を仕切った。王に促され、仏陀は火焔定に入り光を発し、その後、空中に浮遊し、

上半身と下半身から水と炎を交互に出し、これらの奇瑞は弟子たちも行うことの出来る初歩

的なものであると宣言する。神々も現れ、仏陀の為す幻術の手助けをする。神々は釈尊に右

繞三帀の礼拝を行った後に梵天は右側、帝釈天は左側に座し、Nanda 龍王と Upananda 龍王

が一千の花弁から成り、車輪ほどの大きさの黄金で造られていて宝石で出来た茎を有する大

きな蓮を作り出し、その蓮の上に仏陀は結跏趺坐する。そして、蓮の花の上方に、前方に、

後方に、そして脇にも同様に蓮を化作し、空中全体に無数の蓮が出現し、それぞれの場で様々

な仏陀が歩いたり、立ったり、座したり、横たわっている様を現し出し、すべての仏陀から、

炎が、光明が、水の流れが発せられるという素晴らしい奇瑞を現出させた後に、世尊は自ら

の座に再び座し、「太陽が昇らざる間は蛍も輝いて見ゆるも、太陽が昇るや〔蛍〕は〔太陽

の〕力に打ち負かされ輝かず。如来が出現せざる間は〔外道の〕論師等は輝いて見ゆるも、

世間が正覚者に照らさるれば、〔外道の〕論師や彼の弟子は輝かず。
（57）

」と語る。外道の師たち

は、プラセナジート王に奇瑞を起こすように促されたが、只々黙するばかりで、最後には外

道のリーダーであったプラーナは入水自殺して果ててしまう、という話である。

10．インドの西海岸 Sūrpāka の町にて
（58）

龍王名：Nāgarāja Krsna（黒者龍王）、Nāgarāja Gautamaka（憍曇摩龍王）

　Divyāvadāna 中の Pūrnāvadāna
（59）

に述べられる話である。釈尊が Sūrpāka の町（ムンバイの

北のSopāraに相当）で法を説かれることを聞きつけた大海に住むNāgarāja KrsnaとNāgarāja 

Gautamaka が釈尊の説法を聴聞しようと、五百のナーガたちを引き連れ、五百の川の流れを

現出し、Sūrpāka の町に向かう。龍王たちが町で悪事を働くことを危惧した釈尊は、大目犍

連（Mahāmaudgalyāyana）とともに Krsna 龍王と Gautamaka 龍王の所に行き、彼らが問題

を起こすつもりなのかを問いただす。龍王たちは、蟻さえ傷つけることのない穏やかな気持

ちで町に来ていて人々を害することはない、と述べたので、仏陀は２人の龍王に相応しい法

を説き、龍王らは仏法僧の三宝に帰依して学処を授かった、という話である。

11．ガンジス河の渡河
（60）

龍王名：ヴァイシャ―リーのナーガたち、Nāgarāja Kambal と Nāgarāja Aśvatara

　Divyāvadāna 中の第三の Maītreya-avadāna には、龍神の名は記されていないが、冒頭に

ヴァイシャ―リーのナーガたちが釈尊のためにナーガの龍蓋でガンジス河に橋を築く話が述

べられる
（61）

。マガダ国王アジャータシャトルが両親のためにガンジス川に橋を設けたところ、
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リッチャビー族の貴族たちも釈尊のために橋を作った。するとナーガたちは、我々は卑しい

存在ではあるが、仏陀が我々の龍蓋で作った橋を渡ってくれたなら、どれほど素晴らしいと

かと思い、彼らも龍蓋で橋を設けた。仏陀は、弟子たちに、王舎城から舎衛城へ旅するとき

ガンジス河を渡るのにマガダ国王の橋、リッチャビー族の貴族たちが作った橋の何れかを選

ぶように申しつけ、自らは阿難尊者とともに、ナーガたちが作った橋を渡ったというエピソー

ドである。同様な話が、Mahāvastu にも現れ、そこでは Kambala と Aśvatara という龍王が

ガンジス河の龍たちの代表として言及される。ビンビサーラ王がガンジス河に設けた橋、

Vaiśālā の内なる人々が設けた橋、Vaiśālā の外なる人々が設けた橋、そして４つめに Kambala

と Aśvatara らガンジス川のナーガたちが橋を造り、橋を造ったそれぞれの人々に、世尊が

各々の橋を渡ったと思わせる奇跡を起こして、すべての人々を満足させたというエピソード

として述べられている
（62）

。

12．王舎城の竹林精舎での出来事
龍王名：Girika 、Vidyujjāla （Sundara?）

　Vogel はチベット語の「仏陀の生涯」に伝えられる王舎城の２人の龍王とビンビサーラ王

との物語を伝える
（63）

。Rājagrha（王舎城）に Girika と Vidyujjvāla（或いは Sundara
（64）

）という２

人の龍王がいて、在家者の姿形をして、毎日、釈尊を訪問していたが、ある日、たまたまそ

の場を訪れていたビンビサーラ王に対して敬礼しなかったので、王の怒りをかい、２人の在

家者（龍王ら）は追放されてしまう。龍王らは嬉々として大海に帰ってしまったが、その後、

マガダ国には干ばつがおこり収穫が減少し、王舎城の水も減少し飢饉がおこってしまう。ビ

ンビサーラ王は釈尊に２人の龍王に許しを請うので戻るように言って欲しいと依頼すると、

２人の龍王は即座に竹林精舎に現れる。王が許しを請うと、龍王らは寺院を作り、半年の間

供犠を行うことを条件に王舎城に戻ったという話である。

　これは、水の支配者としてのナーガの特性を示す逸話である。Rājagrha における龍王と

「水」との関係に関して、Mahābhārata の Sabhāparvan 19章に、この王都と Mani 龍との関

係が言及されている
（65）

。Rājagrha の周りの美しい森には、「敵を苦しめる勇猛な蛇（竜）、アル

ブダとシャクラヴァーピンがいた。そこにはまたスヴァスティカ〔竜〕とマニ竜との最高の

住処があった。マニのおかげでマガダの地は雨雲に見捨てられることがないのだ
（66）

」と述べら

れている。ラージギールには Maniyar Math という遺跡があり、その地下に Mani 龍王を祀っ

た祠堂が存在していたという報告がある
（67）

。現在残っている Maniyar Math の円筒状の構造物

の下に、BC2世紀 /BC1世紀の煉瓦で作られた構造物が認められ、ナーガのテラコッタ像、テ

ラコッタの龍蓋の断片などナーガ関連の遺物が多数発見され、更には AD2世紀のものと考え
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られるマトゥラー産の赤色砂岩製石板の両面に彫刻が施されたパネルが遺構の近くで発見さ

れたが、そのパネルに、「マニ龍王に捧ぐ」という碑文と共に、マニ龍王の sthāna（祠堂）の

姿の一部が描かれているという。

　その他、Vogel は『大唐西域記』をもとに、Udyāna（パキスタンのスワット地方）のスワッ

ト川の源流と考えられていたアパラーラ泉にまつわる Apalāla（阿波羅囉、阿波羅羅、阿鉢

羅）龍王を仏陀が調伏した逸話
（68）

、釈迦族の若者が、釈迦族滅亡後にひょんなことから鵞鳥に

連れられて西北インドの龍神の湖の畔にやって来て、湖に住む Nāga の娘と結婚し、龍神の

導きで Udyāna 王となった話
（69）

、カブール渓谷の Nagar 南西の岩肌に残された仏陀の影にまつ

わる Nāga Gopāla の逸話
（70）

、Mahāvamsa と Dīpavamsa に伝えられる、成道５年目の年にスリ

ランカで生じた Nāgarāja Mahodara と Nāgarāja Chūlodara の戦いを仏陀が神変を用いて治

め、皆を三宝に帰依させたという話
（71）

、コーリヤ族が得た舎利塔を護持していた龍王が、バラ

モンに変化してアショーカ王に仏塔の破壊を諦めさせたというエピソード
（72）

などを伝える。ま

た、Mahāparinibbāna-sutta の最後にある後代の加筆部分とされる詩をもとに、釈尊の入滅後

に仏歯が、天界 ・ ガンダーラの町 ・ Kāling の領域 ・ ナーガ族に渡されたという話を伝える
（73）

。

　以上を整理すると、『律蔵』「大品」では Muchalinda が、Mahāvastu では Sudarśana、Kāla、

Muchalinda、Elāpatra、Vanipāta、Kambala、Aśvatara が、Buddhacarita では Kāla、

Sudarśana、Kamandalu が、Nidānakathā では Kāla、Muchalinda が、Lalitavistara では

Nanda、Upananda、Varuna、Manasvin、Sāgara、Anavatapta、Kālika、Muchalinda、

Sudarśana が、Divyāvadāna では Nanda、Upananda、Aśvatīrthika、Krsna、Gautamaka と

いった龍王の名が、釈尊の生涯における出来事の中に言及されていた。

　早いもので４世紀に漢訳され、後代の成立と考えられる大乗仏教の仏伝 Lalitavistara で

は、比較的数多くの龍王たちが仏伝の中で役割を与えられていた。部派仏教時代の根本説一

切有部律中の説話と他の説話を併せ、西北インドで10世記頃編纂されたという Divyāvadāna
（74）

でも数多くの龍王らが様々な場面に登場していたが、特にスワットやハッダ出土のガンダー

ラ彫刻に数多く刻された「舎衛城の神変」という不思議な宇宙規模の神変で Nanda 龍王と

Upananda 龍王が蓮華座の用意という重要な役割を果たしていた。「非常に古い要素が含まれ

ている一方で、５－６世記頃のものとされる記述も認められる
（75）

」という説出世部の Mahāvastu

でも比較的多くの龍王が言及され、１～２世記頃の馬鳴作とされるが漢訳が５世記、蔵訳が

14世記とされる Buddhacarita、５世記の Buddhaghosa が Jātaka に付した Nidānakathā でも、

釈尊の生涯を荘厳する龍王が述べられていた。

　個々の説話の厳密な年代は不明だが、大まかな傾向は見て取れると思われる。特に Muchal-
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inda 樹を住処とする Muchalinda 龍王は、解脱直後の釈尊を庇護した重要な龍王として、律

蔵のみならず Mahāvastu や Lalitavistara、Nidānakathā でその逸話が述べられていた。Kāla

（Kālika）龍王も同様に、Mahāvastu や Lalitavistara、 Nidānakathā で成道が目前に迫ってい

る菩薩を讃歎する役割が与えられていた。Sudarśana 龍王も、釈尊の成道後、鹿野苑に行く

途中、Gayā 周辺で釈尊を供養した龍王として Mahāvastu や Lalitavistara に言及され、それ

を受けてか Buddhacarita の19世紀の補筆部分にも Kamandalu 龍王と共に述べられる。様々

な場面に数多くの龍王が現れているが、想像するに、Muchalinda 龍王と Kāla 龍王は部派仏

教時代の仏教徒に特に馴染み深い龍王であったと思われ、Lalitavistara に述べられる Nanda、

Upananda、Varuna、Manasvin、Sāgara、Anavatapta、Sudarśana という龍王らは、大乗仏

教によって名が広められた龍王らであることが推測される。

Ⅲ．法華経の八大龍王

　『妙法蓮華経』序品の、霊鷲山における釈尊の説法の対告衆の中に、「難陀龍王。跋難陀龍

王。和修吉龍王。徳叉伽龍王。阿那婆達多龍王。摩那斯龍王。優鉢羅龍王等。各輿若干。百

千眷属倶。」と、八大龍王の固有名詞が述べられる
（76）

。それらの中で、難陀龍王と跋難陀龍王、

娑伽羅龍王、阿那婆達多龍王、摩那斯龍王は、上述の Lalitavistara に述べられていたが、和

修吉龍王、徳叉伽龍王、優鉢羅龍王については言及がなかった。以下で、八大龍王に数えら

れる龍王たちについて簡潔に概観してみたい。

１．難陀龍王と跋難陀龍王（Nanda、Upananda）
　難陀龍王と跋難陀龍王は、Lalitavistara では、太子誕生の場面にペアで現れる。また難陀

龍王と跋難陀龍王は、Divyāvadāna の12章 Pratihāryasūtra の「舎衛城の神変」のエピソード

中で、釈尊が行う宇宙規模の神変の始まりに、釈尊が結跏趺坐する座である巨大な蓮華座を

用意する役割を果たすので、両龍王の重要性と知名度が窺える。更には、太子の「大いなる

出家」の際、Laritavistara では Nāgarājas Varuna（婆婁那龍王）、Manasvin（摩那斯龍王）、

Sāgara（娑伽羅龍王）、Anavatapta（阿那婆達多龍王）らとともに、菩薩への供養のために

kālānusāri 香の雲を作って栴檀香の粉の雨を降らしたと描写される程、法華経以後の大乗仏

教の伝統で重要な龍王であったことが推察される。

　法華経の成立と同時代の頃かと考えられる出典を探ってみると、『長阿含経』第19（『世記

経』龍鳥品）に、龍の天敵である金翅鳥が捕らえることの出来ない強大な龍王のリストがあっ

た。それらは、「娑羯龍王、難陀龍王、跋難陀龍王、伊那婆羅龍王、提頭賴吨龍王、善見龍
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王、阿盧龍王、伽拘羅龍王、伽毗羅龍王、阿波羅龍王、伽 龍王、阿耨達龍王、善住龍王、

優睒伽波頭龍王、得叉伽龍王
（77）

」である。『世記経』はパーリ語の Dīgha Nikāya 中にはないの

で、法蔵部所伝の独立した経典と考えられていて、その成立は BC2～ AD2の間
（78）

とされるの

で、紀元前後の頃には、既にこのリストにある難陀龍王と跋難陀龍王らは、娑羯龍王、阿耨

達龍王、得叉伽龍王らと共に、強大な龍王として仏教徒には受け入れられていたものと思わ

れる。難陀龍王と跋難陀龍王の宮殿は、『世記経』では「須弥山と佉陀羅仙の二つの山の間」

にあるとされ、「各々縦横六千由旬であり、宮殿の壁は七重であり、七重の欄干、七重の綱飾

り、七重の並木があり、周囲の装飾はすべて七宝で出来ており、更に無数の鳥たちが相和し

て鳴いている」と述べられる
（79）

。

　善見龍王は Lalitavistara や Mahāvastu で述べられていた Gayā 近くで鹿野苑に向かう途中

の仏陀を供養した Sudarśana 龍王と考えられ、阿波羅龍王は玄奘が『大唐西域記』の烏仗那

国（スワット地方）の項で言及される Apalāra 龍王で、『世記経』中のリストにもあるので、

BC2～ AD2には、仏教界で良く知られた龍王であったと想像される。

２．娑伽羅龍王（Sāgara）
　娑伽羅龍王は、上述の『世記経』中のリストの冒頭に挙げられる龍王で、その名が示すよ

うに「海神」としての性格が強い龍王である。Vogel によると、Sāgara は Varuna（婆婁那龍

王）とともに、海神であったものが龍王として位置づけられた存在であるという
（80）

。『世記経』

龍鳥品には、娑伽羅龍王の宮殿についての記述があり、「大海の底に、娑羯龍宮があり、縦横

八万由旬であり、宮殿の壁は七重であり、七重の欄干、七重の綱飾り、七重の並木があり、

周囲の装飾はすべて七宝で出来ており、更に無数の鳥たちが相和して鳴いている」と述べら

れる
（81）

。Lalitavistara では、尼蓮禅河河畔での乳粥供養のエピソードの中にこの龍王が描かれ

ることは、すでに検証した。更には、「大いなる出家」の場面でも、難陀龍王や跋難陀龍王と

ともに描かれる。そして、娑羯羅龍王は『妙法蓮華経』の提婆品（or 見宝塔品）にある龍女

成仏のエピソードでも言及される。娑伽羅龍王は、『世記経』の異訳の『起世経』『起世因本

経』にもあらわれ、『華厳経』（八十華厳）如来出現品では「最勝龍王娑羯羅」として現れ、

雲を興し、遍く四天を覆って雨をもたらす龍神として描かれる
（82）

。元々は独立した経典であっ

たが『華厳経』に組み込まれたという『華厳経』（六十華厳）の宝王如来性起品では、如来の

心にも法にも差別があるのではなく、衆生の機根が様々であるので同じ法雨が様々に受け止

められることを説明する譬喩に、娑伽羅龍王が言及されている
（83）

。
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３．阿那婆達多龍王（阿耨達龍王、Anavatapta）
　阿那婆達多龍王も、Lalitavistara の「大いなる出家」の場面に現れる。また、Vogel は『大

唐西域記』の記述をもとに、釈尊の般涅槃の折、八王たちのみならず、阿那婆達多龍王が

Muchalinda 龍王と Elāpatra 龍王と共に仏舎利の一分を求めたので、ドロナ ・ バラモンに事

態を混乱させてくれるなと窘められ、ドロナは仏舎利を、天人のため、龍神のため、八王の

ためと三分して、龍王たちにも仏舎利を分け与えたという伝承を伝える
（84）

。

　『世記経』によると、この龍王の住処は、ヒマーラヤ山にある伝説上の池、阿耨達池とされ

る。『世記経』の閻浮堤品に、雪山中に高さ二十由旬の宝玉の山があり、高さ百由旬の小山が

突き出ていて、その山頂にあるのが縦横五十由旬の阿耨達池で、水は冷たく澄み切っていて

濁りがないと述べられる。更に、その池の底には、金の砂が満ちあふれ、その池の四方の岸

辺には、すべて階段があって金、銀、瑠璃、水晶などの横木（手すり）や階段があり、池の

周囲は欄檻で囲まれ、この池から東に恒伽河（ガンジス河）、南に新頭河（インダス河）、婆

叉河（アムダリヤ河）、斯陀河（シルダリヤ河）という四つの大河が流れ、それぞれ五百の支

流によって大地を潤し大海に注ぎ込んでいると述べられる
（85）

。

　また、阿耨達龍王が何故に阿耨達（＝無悩熱）と呼ばれるのかという説明として、この龍

王は、他の龍王たちがかかえる、①身を焦がす熱風や熱い砂の苦悩、②宮殿に吹く邪悪な風

で龍の身が露出してしまう苦悩、③金翅鳥の餌食になってしまう苦悩、という苦悩から、す

べて解放されているからであると述べられる
（86）

。

　六十華厳の宝王如来性起品では、阿耨達龍王が大重雲を興して閻浮提を満たし、穀物や草

木を潤して繁茂させガンジス河や池泉を満たす水が龍王の身心の中から出るのではないよう

に、如来の音聲も外からでもなく、内から出るのではないが、一切衆生に善根を生じさせ、

正法を長養させて一切衆生を饒益すると、喩えに用いられている
（87）

。

４．摩那斯龍王 （麼那斯龍王、Manasvin）と優鉢羅龍王（Utpalaka）
　摩那斯龍王と優鉢羅龍王に関しては、僅かな情報を見いだせなかった。摩那斯龍王は上述

の Lalitavistara における「大いなる出家」の場面に現れる龍王の１人で。『華厳経』（六十華

厳）の宝王如来性起品では、如来はいきなり真の法を説くのではなく、衆生の混乱を避ける

ために衆生に諸根を成就させる猶予を与えてから法雨をふらす、という仏の慈悲の働きかけ

を、摩那斯龍王が雲をおこして７日の後に雨を漸く微雨を降らし遍く大地を潤す、というこ

とに擬えて説明している
（88）

。

　優鉢羅龍王に関しては、梵名は Utpalaka であり、Apte のサンスクリット辞典では utpla

は青蓮華を指す語として述べられる
（89）

が、後の密教経典で夜叉たちや龍王たちの名を陀羅尼と
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して述べる『仏母大孔雀明王経』では、膨大な龍王のリストの中で、この龍王は「青蓮華龍

王」という別名で言及されている
（90）

。

５．徳叉伽龍王（得叉伽龍王、Taksaka）と和修吉龍王（和脩吉龍王、婆蘇枳龍王、Vāski）
　徳叉伽龍王は、上述の『世記経』龍鳥品に見られる金翅鳥の餌食にならない強大な龍王の

リストの最後に述べられる。この龍王は和修吉龍王と共に、ヒンドゥー教世界で強力な龍王

としての位置づけが与えられている龍王である。宇宙蛇（World Serpent）Śesa（Ananta）の

下で、ナーガの長であったのが Vāski（和修吉龍王）であり、その下にあったナーガたちの

長が Taksaka（徳叉伽龍王）とされる
（91）

。紀元前４世紀から紀元４世紀までの間に成立した
（92）

と

される Mahābhārata では、その Ādhi-parvan 31章に、ナーガたちの母 Kādrū の子どもたち

の内の主だった龍王らのリストが述べられ、“The firstbone was Śesa, and Vāski came after 

him.　And Airāvata, Taksaka, Karkotaka and Danamjaya, Kāliya, Manināga and the Snake 

Āpūrana;……”とあり、龍王たちの位置づけが示されている
（93）

。

　更に、Mahābhārata では、Taksaka は、Janamejaya 王による「蛇供犠」のきっかけを作っ

た龍王として登場する。父親の Parīkshit 王を Taksaka に噛み殺され、Taksaka に恨みを抱

くバラモンの誘導もあり、ハスティナープラ（現、Hastinapur）の王位を継いだ Janamejaya

王が龍王に報復を誓う
（94）

。ナーガたちの生みの母 Kādrū が、嘗て、自らの命令を遂行しない子

どもたちに「命を聞かぬ者どもは、Janamejaya 王の蛇供犠でみな死んでしまえ」という呪い

をかけていたこともあって、蛇は自ら祭火に身を投じてしまうという秘密の供犠を Janamejaya

王が準備していることを龍王たちが知り、危機感を抱いた Vāski 龍王を首座とする龍王たち

が対策会議を開く。皆が意見を述べた後に Elāpatra 龍王が、Vāski の妹 Jaratkāru と、同じ

名を持つ偉大な苦行者 Jaratkāru を妻合わせ、その間に生まれたナーガと人間の血を受け継

いだバラモン Āstika による事態の収拾に期待しようという意見を出して、その意見が最終的

に採用される
（95）

。やはり、「蛇供犠」により Taksaka 龍王自身も死が必定となるが、彼は幸い

にもインドラ神に助けられるが、他のナーガたちは全滅の危機に直面する。その時、蛇供犠

の場に乗り込んだ Āstika の機知ある巧みな言葉と対応によって最終的にナーガたちが救わ

れ
（96）

、ナーガと人間との友好関係が築かれるという物語が述べられる。

　また、Taksaka 龍王を快く思わないアグニ神が、特殊な武器を神々から授かったアルジュ

ナとクリシュナと共に、Kuruksetra にある Taksaka の住処 Khāndava の森を焼き払う攻撃

を仕掛けるが、不在だった Taksaka 龍王の代わりに息子 Aśvasena がインドラ神の助けを借

りてその攻撃を退けたというエピソード
（97）

が Mahābhārata に伝えられることを考えると、Tak-

saka 龍王は、バラタ戦争の場所とされる、現在のハリヤナ州の Kurukshetra 辺りを拠点とす
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る龍王と考えられていたらしい。

　Vāski は、バラタ戦争では、Chitrasena、Taksaka、Upataksaka やその他ナーガの母 Kādrū

の子孫の偉大な毒蛇たちと共に、Arjuna の側について戦ったとされる
（98）

。Śesa に次ぐナーガ

の王とされるが、仏伝、Jātaka、そして『世記経』には、不思議なことに Vāski についての

言及はない。彼の拠点は地下世界である Nāgaloka の都 Bhogavatī とされるが、Rāmāyana で

は、Rāvana に居城と妻を奪われるエピソードがあり、Mahābhārata でも Rāvana が不死を得

るために苦行を行った場所であるとされるので、Bhogavatī は南インドにあるという説も

Vogel は紹介している
（99）

。

おわりに

　仏伝文学作品には数多くの龍王や龍たちが言及されていた。特に大乗仏教の釈尊伝には数

多くの龍王たちが釈尊の生涯を祝福し守護する存在として描かれていた。

　『妙法蓮華経』に描かれる八大龍王のうち、大乗仏教の釈尊伝 Lalitavistara に言及されて

いる龍王が、難陀龍王、跋難陀龍王、摩那斯龍王、娑伽羅龍王、そして阿那婆達多龍王であっ

た。また、『長阿含経』の『世記経』龍鳥品に天敵金翅鳥の餌食にならない強力な龍王として

述べられていたのが、八大龍王中の娑羯龍王、難陀龍王、跋難陀龍王、阿耨達龍王（阿那婆

達多龍王）、徳叉伽龍王（得叉伽龍王）であった。難陀龍王と跋難陀龍王はペアで Lalitavistara

や Divyāvadāna、『世記経』に登場し、阿那婆達多龍王（阿耨達龍王）と娑伽羅龍王（娑羯羅

龍王）は、『世記経』中でその住処がそれぞれ宝石に富む素晴らしい荘厳な宮殿として描かれ

ていた。Mahābhārata では、バラタ戦争に勝利した Yudhishtira から Hastinapura の王座を

継いだ Parīksit 王を噛み殺し、そのため息子 Janamejaya 王の蛇供犠によってナーガ族を滅

亡の縁に導きかけた Taksaka 龍王（得叉伽龍王、徳叉伽龍王）も、仏伝にはその名を見いだ

せず、Jātaka にも見出せない
（100）

。しかし『世記経』の中では、金翅鳥の餌食にならない強大な

龍王のリストに名を連ねていた。Hastinapura から西北に約160キロの地点にある Kuruksetra

の Khāndava の森を拠点としていたというこの龍王も、多分、釈尊の導きで学処を頂戴し、

仏法の庇護者として紀元前後の頃の北インドの仏教徒には受け入れられていたものと推測さ

れる。唯一、Vāski（和修吉、和脩吉、九頭、婆蘇枳、婆素鶏）龍王は、少なくとも、仏伝文

学作品とは全く無縁な龍王で、Jātaka でもその名を見出せない
（101）

。したがって、法華経の編纂

者が何等かの意図を以て霊鷲山上の聴衆に Vāski 龍王を他の龍王たちに加えたものと思われ

る。

　筆者はサカ ・ クシャン時代のマトゥラーにおけるナーガ信仰の考古学的遺物について報告

し、その地ではナーガ神信仰が頗る盛んで、高さ30cm 程の小像から、約2.5m もの巨大な龍



古代インドのナーガ信仰と法華経にあらわれる八大龍王について

― 17 ―

王像が制作されて人々の信仰を集め、niyavadakという何等かの行政官や財政官（gamjavara）、

外套製造業者（pravārika）やマトゥラーの俳優チャンダカ兄弟（Mathurā［n］ām śailālakanām 

C［ā］ndak［a］bhrātrk［ā］）といった特定の職種の人々が龍神を信仰していたことを報告した
（102）

。

池と園林がワンセットとなった devakula 又は sthāna と呼ばれる霊場が幾つかあり、クシャ

ン王 Huviska の僧院があった Jamalpur マウンドでは、その僧院と Dadikaruna という龍王の

devakula とが50年以上共存していた。特に、マトゥラー市の南東25キロの地にあるソンク

（Sonkh）には、この和脩吉龍王に相当する Nāgarāja Vāski を祀っていたと考えられる、沐

浴池と馬蹄形をしたアプシダル寺院、そして僧院が、一つの塔門を備えた欄楯によって囲ま

れたナーガ寺院があって、マトゥラーの人々が信仰の対象としていた
（103）

。ヒンドゥー教世界で

は、Kādrū が最初に産んだとされる Śesa はこの宇宙を支える神的存在なので、ナーガらの

実質的支配者は Vāski 龍王と考えられていた。和脩吉龍王が八大龍王に数えられるようになっ

た背景には、そのような法華経の序品が成立したと考えられる時代のインド社会での Vāski

龍王に対する信仰の隆盛があったものと推測する。

　優鉢羅龍王（優 波羅龍王）に関しては、後の『仏母大孔雀明王経』で青蓮華龍王として

言及されることしか分からなかった。娑伽羅龍王は、そのゴージャスな宮殿が法華経に先行

するか同時代と考えられる『世記経』に言及されるほど有力な龍王とされていたようだが、

海神が龍王と為されたにせよ、Jātaka には現れず、Lalitavistara に現れるのみのようである

ので、『世記経』での位置づけを受けて法華経でも重要視されたか、或いは『華厳経』（八十

華厳）にみられる降雨の最勝龍王としての位置づけによって、大乗仏教の伝統の中で有力視

され、法華経に現れるようになったとものと推測される。

　いずれにせよ、『妙法蓮華経』の八大龍王は、仏教の伝承が古代インドにおけるナーガ信仰

の隆盛に影響された文化融合の所産と考えられ、『世記経』や Lalitavistara の伝統の中から

選び出された龍王たちと考えるのが妥当なのかもしれない。資料中の物語の成立年代が特定

できないという大きな問題もあり、Mahābhārata 以外のヒンドゥー聖典を参照できなかった

こと、他の初期大乗経典とは異なり、『華厳経』では降雨の龍王として難陀や跋難陀、摩那斯

龍王、娑伽羅龍王などの龍王らが頻繁に如来の彼此なき慈悲や法の遍満を象徴する喩えに多

用されていることについての検証が今回は出来なかったことなど、検証は不十分であった。

今回の試みを端緒として、今後、少しずつ法華経を生み育んだと考えられるサカ ・ クシャン

時代の社会と宗教文化、特に龍神信仰について考えてゆきたい。
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Nāga Worship in Ancient Indian Buddhist Tradi-
tion and the “Eight Great Nāgarājas” （八大龍王） 

mentioned in the Saddharmapundarīka Sūtra

Takahide TAKAHASHI

The introductory chapter of the Saddharmapundarīka Sūtra depicts a scene on Mt. 

Grdhrakūta （Vulture Peak）, where the Lord Buddha is encircled by disciples, believers, 

bodhisattvas, devas and other beings. Among them, the “Eight Great Nāgarājas” （ 八大龍

王 ） are mentioned as the representatives of the nāgas, and their proper names （Nanda, 

Upananda, Sāgara, Vāski, Taksaka, Anavatpta, Manasvin, Utpala） are also mentioned. In 

this essay, we wish to consider why these 8 nāgarājas were named as the representatives 

of the nāgas. First, we examine the nature of nāgas in Ancient Indian tradition. Then, as J. 

Ph. Vogel once discussed on the nāgas in Buddhist and Hindu traditions, we wish to 

re-examine the references on nāgas Vogel provided us, especially in the Life Stories of the 

Lord Buddha recorded in the Nidhānakathā of Jātaka, Buddhacarita Lalitavistara, 

Mahāvastu and Divyāvadāna, by consulting translations and studies of the texts recently 

published in Japan. Then, we try to relate the nature of the each of the “Eight Great 

Nāgarājas” mentioned in the Saddharmapundarīka Sūtra by summarizing information on 

the nāgarājas we can obtain in other Buddhist sūtras and the Hindu Epic Mahābhārata. In 

Lalitavistara, a Mahāyāna biographical work of the Lord, we find reference on nāgarājas 

Nanda, Upananda, Sāgara, Anavatpta and Manasvin. Besides, a text called Shi-ji-jing （世記

経） has a list of great nāgas that Garudas, predator of nāgas, cannot destroy, and that the 

names of Nanda, Upananda, Sāgara, Taksaka, Anavatpta are included in the list. Shi-ji-jing 

is considered to have been composed in the period 2nd Century B.C. and 2nd Century A.D., a 

contemporary to the Saddharmapundarīka Sūtra. Though nāgarājas Vāski and Taksaka are 

important Epic nāgarājas, we find the name of Taksaka in the list. But we cannot find the 

name of Vāski neither in Buddhist biographical literatures of the Lord Buddha, nor in the 
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list of great nāgas Garudas cannot destroy mentioned in the Shi-ji-jing. The question why 

the compilers of the Saddharmapundarīka Sūtra included Vāski in the “Eight Great 

Nāgarājas” remains in enigma. The possible answer to it seems to be the popularity of the 

cult of nāgarājas, especially that of Vāski in North India, during the Saka-Kushan period. 

The “Eight Great Nāgarājas” in the Saddharmapundarīka Sūtra can be one of the 

manifestations of cultural synthesis of the Saka-Kushan period.


